
 
 

 
 

資料の読み取りを通して自分の考えをもち、友達に伝えることができる。 
 

 

 

 ➀児童が話し合い活動に取り組むための発問の工夫 
   どのような話し合いを行うのか分かるように、以下のように発問を工夫する。 

  「共有し、比較するための発問（対話的な学び）」「まとめ、深めるための発問（深

い学び）」「出し合うための発問（主体的学び）」 

本単元では、「共有し比較するための発問」を用いて、話し合い活動ができるよ

うにする。 

 

 ②意見交流を活発にするための工夫 
   児童が自分の考えをもち自信がもてるように、話し合い活動の形態を以下のよ

うに工夫する。 

  ・自分で考える→２人（４人）で話し合い→自分で考える→全体で共有 
    まずは自分で資料の読み取りから考えたことを書き、その後の話し合い活動を通して他者との比

較を行い自信がもてるようにする。 
  ・２人（４人）で話し合い→自分で考える→全体で共有 
    資料の読み取りが難しい場合には、始めに数人で資料についての読み取りを行い、それぞれの考

えを伝え合うことで、自分の考えをもてるようにする。 

 

＜資料の読み取り＞ 

  ③資料の読み取りを行うための発問の工夫 
    社会科の学習では、【つかむ】【調べる】【まとめる】の３段階で学習を進め

る。それぞれの段階で発問を工夫し、資料の読み取りを自分の力でできるよう

にする。※本時は【つかむ】【調べる】の２つ 
    例：【つかむ】：写真・地図…「これは何に見えますか。」「地図からどんな場所だと言えますか。」 

       ⇒既習事項から想起させる発問 

【調べる】：グラフ、表…「グラフ（表）から、どんなことが分かりますか。」 

 ⇒課題にそって考えさせる発問 

 

  ④複数の資料の読み取りを行うための工夫 

    これまでの学習で使った資料を掲示しておき、関連付けて読み取りができる

ようにする。特に、「なぜそう言えるのか」を考えるときに、根拠となる情報や

知識を引き出しやすくする。 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 

 

 

 

全体の場面で児童の意見に対して問

い返したり、意見をまとめるなかでダ

ムのはたらきと関連付けて考えられる

ような発問をしたりすることが有効だ

った。資料のどこを見るのか焦点化さ

せるような言葉掛けも効果的だった。 

 「どんな場所」という言葉は児童にとって

は抽象的な表現だったようで、答え方に苦慮

していた様子だった。資料を見る視点の提示

や補助発問などの工夫が必要であった。 

 読み取りの難しい資料についてはヒントを

出したり、全体共有時に教示し、一緒に考え

たりする。 

水源林のはたらきを表す資料をイラストにしたことで、

実際のはたらきについて具体的なイメージをもって考え

ることができた。よく見て気付いたことをまとめられた。

また、自分の意見を友達に伝え合うことで、新たな考えに

気付いたり、自分の考えに自信をもったり、活発な話し合

いもできていた。 

 

水源林のはたらきを表す資料の個別の読み取りはよくでき

ていたが、全体の場での共有になると、みんなが納得できる具

体的な説明が難しい児童もいた。資料のどこに注目したか、目

印などを付けて資料と比べながら説明させるなど、手立ての工

夫が必要であった。また、「他者との比較」に関しては、今後の

社会科の学習でグループ活動のもち方を工夫したり、シンキン

グツールなどを活用して思考の深まりを求めたりする。 

 

 

 

 


